リスフラン関節切断に対する装具の検討
キーワード：リスフラン関節切断、足袋式足根中足義足、足関節
江戸川病院リハビリテーション科1）　早川義肢製作所2）
○岩下　雄樹1）雨野　正美1）天野　栄治1）
　 上原　圭介1）溝口　勝己1）松岡　利光2）森　俊子1）
【はじめに】
リスフラン関節離断および中足骨切断では、主として継手なしの殻構造義足が処方されていることが多い1)。足袋式足根中足義足等の殻構造義足では足関節・足部の機能の代償は得られず、足部の形態の獲得のみとなる。加えて、リスフラン関節離断では足部の変形の発症頻度が高く1)、歩行等においても問題点が挙げられている。一般に装具・靴の機能として歩行性の助長、生体が発する歩行推進力を効率よく地面に伝達することであり、足部の機能を最大限に引き出すことが求められる2・3)。そこで今回我々はこれらの問題点に対して、足関節の機能再建、歩行能力改善を目指し、ジョイント付き足根中足義足を作成したためここに報告する。
【対象と方法】
症例は30歳代、女性。既往にバージャー病があり閉塞性動脈硬化症を発症、右リスフラン関節切断施行(図1・2)。加えて、既往に足趾や手指など複数回の切断を行っている。また、両側手指の中節骨基部切断及び左第5中足間関節切断があり、グリップ式の杖の使用が困難な点と左下肢のバランス不良な点が義足作成後の歩行獲得において問題点となっていた。そこで、右足根中足義足の作成に際し、足部の形態獲得のみならず、歩行獲得には機能再建が必要であると考え、義足作成の計画を立てた。
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図1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2

　　図3が今回作成したジョイント付き足根中足義足である。大きな特徴として、①足関節の運動を阻害しないよう、プラスチック短下肢装具で使用するオクラホマジョイントを使用し、底背屈の運動を可能としている。②足底にベルト付足先ゴムを使用し、完成時には足部外装にトレラックを使用、足尖部にかかる床反力を下腿モールド及びストラップでエネルギーを蓄積させ、上体に伝え足底でのバランス制御を可能とした。これに伴い歩行時における足尖離地の改善も図った。③傷・褥瘡防止等の断端管理として、ソケット断端末部のクリアランスを拡大することにより足関節可動時に断端が接触しないようにした。加えて、足関節のストラップにて2方向による足関節固定と、足底板として外側ヒールパッドを使用することにより内反尖足予防を行った。
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図3
【結果と考察】
歩行中の足部の主な機能として、立脚中期から足尖離地において身体の前方への推進作用4)を有している。本症例に使用した義足の利点として、踵骨から足根骨で行われる足関節の底屈の力を、残存している足底面を利用して足尖離地における推進力の再建を試みた。立脚期における前方への重心移動を可能とした事によって歩行時の足尖離地が可能となり、歩行の安定や歩容の改善が図れると考える。また、SHB様殻構造義足にジョイントを付けることでしゃがみ動作など、日常生活動作における足関節の動きを阻害する事のないものとした。
足関節を底背屈フリーとすることで、履物のヒールの高さなどにも対応できるようになり、靴のデザインを選べるようになる事で、履物選びによる精神的苦痛を軽減することも出来たと考えた。
リスフラン関節切断において発症頻度が高い1)と言われている尖足変形に対しても、適切な足関節の固定と、足底板での運動の誘導により足関節の拘縮を防ぎ、予防することが可能となると考える。足根中足切断者に対しては殻構造義足のみならず機能再建や変形予防の観点から義足を検討し、足関節機能・歩行の改善を図る事は機能再建のみならず、尖足予防などの2次的合併症を予防する観点からも重要と考えた。
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